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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向上と 

        次世代を担う希少がん領域の人材育成に資する研究 

（分担研究報告書） 

脳腫瘍腫瘍診療ガイドライン作成における現状と今後の予定 

 

研究分担者 杉山一彦 広島大学病院 がん化学療法科 教授 

 

研究要旨 

脳腫瘍診療ガイドライン 小児脳腫瘍編については髄芽腫部門を除いて上衣下巨細胞性星

細胞腫種（SEGA）、中枢神経系胚細胞腫瘍、びまん性橋膠腫、視神経視床下部グリオーマ、

小児・AYA世代上衣腫を2021年度に日本脳腫瘍学会ホームページに公開した。髄芽腫部門は

2022年4月公開予定、5月には脳腫瘍診療ガイドライン 小児脳腫瘍編2022年版を出版予定と

なっている。 

成人脳腫瘍編の内、Grade II/IIIびまん性神経膠腫部門はパブリックコメントを募集し、

原稿が完成し、ホームページ上に公開予定となった。既にガイドラインを公開している成人

膠芽腫、成人転移性脳腫瘍、中枢神経系原発悪性リンパ腫は推奨表記、エビデンスレベル表

記をMinds2014に統一する改定作業を遂行中である。これら作業完了後、脳腫瘍診療ガイド

ライン 成人脳腫瘍編を2022年末に出版予定である。 

統括委員会である脳腫瘍診療ガイドライン拡大委員会を再編成し、次期全面改定への準備

も同時並行して行っている。 

 

A.研究目的 

1．小児脳腫瘍各分野（上衣下巨細胞性星細胞腫種

（SEGA）、中枢神経系胚細胞腫瘍、びまん性橋膠腫、

視神経視床下部グリオーマ、小児・AYA世代上衣腫、

髄芽腫）の診療ガイドラインを日本脳腫瘍学会ホー

ムページに掲載すると共に、それらをまとめて脳腫

瘍診療ガイドライン 小児脳腫瘍編（2021年版また

は2022年版）を出版する。 

2．成人脳腫瘍である Grade II/IIIびまん性神経

膠腫について診療ガイドラインを作成する。また、

既に公表している成人膠芽腫、成人転移性脳腫瘍、

中枢神経系原発悪性リンパ腫については、推奨の

強さ、エビデンスレベルについて Minds2014に準

拠した記載を用いて改定を進める。 

 

B.研究方法 

1．前年度までに各分野のガイドライン概要はほぼ

完成しているため、web会議を通じて共通項目の統

一、表記の統一等を図り、順次日本脳腫瘍学会ホー

ムページに掲載する。また、出版化をおこなう。ま

た、本邦、ならびに東アジアで発生頻度の高い中枢

神経系胚細胞腫瘍においては、そのガイドラインは

世界の福祉・医療に貢献する観点から英文化を行う。 

2．Grade II/IIIびまん性神経膠腫については草稿

完成後、パブリックコメントを各分野に求める。頂

いたコメントに対して回答した後、脳腫瘍学会ホー

ムページに公開する。公開済み三分野改訂について

は、成人転移性脳腫瘍分野が先行して改訂案を提示
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し、他二分野はその改訂案を参考にしながら、各分

野の改訂案を作成する。これらの作業は主にメール

で行うが、必要に応じてweb会議を計画する。統括

委員会である日本脳腫瘍診療ガイドライン拡大委

員会（以下拡大委員会）での承認を得た後、ホーム

ページに公開し、Grade II/IIIびまん性神経膠腫と

共に脳腫瘍診療ガイドライン 成人脳腫瘍編2022年

版として出版化する。 

（倫理面への配慮） 

これらの作業、資料は個人情報を含んでいない。統

括委員会である脳腫瘍診療ガイドライン拡大委員

会委員、協力委員、システマティックレビュー委員

の利益相反については日本脳腫瘍学会利益相反委

員会がこれを扱うが、倫理面には十分配慮して行う。 

 

C.結果 

1． 

小児脳腫瘍編ホームページ公開日 

SEGAガイドライン（改訂版）2022年6月2日 

中枢神経系胚細胞腫瘍ガイドライン 2022年6月9

日 

(同ガイドライン英文化については文献2を参照) 

びまん性橋膠腫ガイドライン 2022年6月14日 

視神経視床下部グリオーマガイドライン 2022年6

月16日 

小児・AYA世代上衣腫ガイドライン 2022年9月30

日 

髄芽腫ガイドライン 2022年4月17日 

 

脳腫瘍診療ガイドライン 小児脳腫瘍編2022年版出

版 2022年5月18日 

2． 

成人脳腫瘍編 

Grade II/IIIびまん性神経膠腫 パブリックコメ

ント開始 2022年9月2日 

日本脳腫瘍学会ホームページ掲載予定2022年6月下

旬 

転移性脳腫瘍改訂版草稿完成 2021年11月30日 

中枢神経系原発悪性リンパ腫改訂版草稿完成 202

2年1月23日 

成人膠芽腫改訂版 現在作成中作成中 

これら部門は草案改正、拡大委員会承認後、2022

年に脳腫瘍学会ホームページ上に公開予定である。 

脳腫瘍診療ガイドライン 成人脳腫瘍編2022年版は

2022年12月出版予定である。 

 

D.考察 

脳腫瘍診療ガイドライン 小児脳腫瘍編について

は2021年度の公開予定であったが、推奨表記の統一

や粒子線治療の取り扱い（治療へのアクセスが日本

全体で均てん化されているとは言い難いため）につ

いて議論があったため、髄芽腫部門の完成が2022

年度にずれ込んだ（髄芽腫ガイドラインは2022年4

月？日ホームページ公開、脳腫瘍診療ガイドライン

 小児脳腫瘍編は5月5日出版）。 

成人脳腫瘍編については2021年度に草案作成を行

い、2022年度に拡大委員会で承認を経た後、公開、

出版予定となっている。 

上記については現在の拡大委員会で作業を行い、2

022年末までに作業を完了する予定である。一方、2

023年から2024年末までに小児脳腫瘍編、成人脳腫

瘍編の全面改定を行う計画としている。これら作業

は2022年度より発足する日本脳腫瘍診療ガイドラ

イン第2次拡大委員会（以下第2次拡大委員会）に引

き継がれる。第2次拡大委員会の構成、さらには各

分野のCQ策定などは（拡大委員会が行う）成人脳腫

瘍編2022年版作成と並行して2022年度に行う予定

である。 

 

E.結論 
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脳腫瘍診療ガイドライン 小児脳腫瘍編は髄芽腫

部門を除いて2021年度に日本脳腫瘍学会ホームペ

ージに公開した。髄芽腫部門は2022年4月に公開、

これらを統合して、2022年5月に脳腫瘍診療ガイド

ライン 小児脳腫瘍編を出版した。 

脳腫瘍診療ガイドライン 成人脳腫瘍編の内、Gr

ade II/IIIびまん性神経膠腫は草稿が完成し、ホー

ムページに近日公開予定である。成人膠芽腫、成人

転移性脳腫瘍、中枢神経系原発悪性リンパ腫は推奨

表記などをMinds2014に則り小改訂を行っている。

まとまり次第、脳腫瘍診療ガイドライン 成人脳腫

瘍編を公開、出版する予定である。 

次期全面改定に向かって新たな統括委員会を構成

する準備が開始された。 

 

F.健康危険情報 

  特になし 
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 2.学会発表 
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神経膠腫について, 杉山一彦, 第 35回中国四国脳
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山一彦, 第 59 回日本癌治療学会 教育セッション

6, 2021/10/21, 国内, 口演 

 

3. 脳腫瘍診療ガイドライン 2021 年版 作成におけ

る困難点と今後の展望, 杉山一彦, 第 39回日本脳

腫瘍学会 ガイドラインセッション, 2021/12/6, 

国内, 口演 

 

4)脳腫瘍長期フローアップ Germinoma を題材に, 

杉山一彦, 日本小児血液･腫瘍学会 長期フォロー

アップセミナー第 4回研修会, 2022/2/1, 国内, 口

演 

H.知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

特記事項無し 

 1.特許取得 

特記事項無し 

 2.実用新案登録 

特記事項無し 

 3.その他 

特記事項無し 

 

 

 


